コラム　１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保2010年4月号）

単独でアレルゲンとなる糖質

　ドイツのVieths,Sは、花粉と野菜にマルチアレルギーを持つ54名を調べました。そのうち12名(22％)が炭水化物への特異IgEが陽性で、その半数はガラクトースが重要なエピトープ(抗原決定基)であったと報告しています( Food ＆ Agr Immnol 6、p453、1994)。
本邦でも、1997年の食物アレルギー懇話会で、浜端宏英医師が症例報告しています。症例は10歳女児でY社の乳酸飲料「Ｂi」を飲んだ直後よりアナフィラキシーをおこしました。皮膚スクラッチテストでは、「Ｂi」と「Ｂi」に含まれるガラクトオリゴ糖、その中の改良ガラクトオリゴ糖A型の3種が陽性でした。同社の乳酸飲料「Ｍi」と「Mi」に含まれるガラクトオリゴ糖、その中の改良ガラクトオリゴ糖B型(A型の異性体)の3種は陰性でした。これらの報告は、糖質が単独で、しかもガラクトースが主要なアレルゲンになることを示唆しています。

　一方で、IgE(RAST)で多くの穀物に陽性を示すのに、実際にはどれを食べても全く症状を起こさないことがあります。太田展夫医師は、このような症例がIgE(RAST)で反応するエピトープは糖質にあることを示唆しています(児ア誌17(４)p487)。特に、穀類の多くにIgE(RAST)が陽性を示すときは、臨床的にアレルゲン性を持たない共通の糖質抗原を考慮する必要があります。検査値の読みには慎重でなければなりません。
